
第41話

転任試験

直盟刈l't

転任の件i乙っき伺談� Lたし。電話乞う。藤井」

という屯報がとどいたのは，1]、が母校の茨城県立古河第一

高校tこつとめはじめてから� 3年目であった� 就職して� 1年J

目のおわりごろには茨城県の下館から，� 2年目には水戸一

高から、そオlぞれ 転任しないか」という話があったが，

これは佐藤校長の「県内で移動してもたL、してプラスにな

らない」という判断で一日のもとに� LIjぞけられて� Lまっ

ていた。しかしこんどは担任の藤井教授からの連絡だか

ら，� nEがちょっとちがうっ私l土とるものもとりあえず，ま

ず先生に電活した。

「きみは古河につとめてそろそろ� 3年になるね」

と藤井先生は電話のあちら側でおっしゃった。� 
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それでは，もう転任を考えてもよかろう| 


「そっですか。でも校長がHと申しますか・」


「うん。校長さんのほうは示クからも説得してみよう� J


「ありがとうございます」


藤井教授の話でl土、東京都立S高校に空席ができたとの

こと� ただしこのホストには競争者がL、るはず、なので，� flν

は教育大推せん候補者という形でこの人とあらそうのだそ

うであった。� u動的な横すへりがJ転任を頭にえがし、ていた

私は，この訴でちょっと不安感を持ったが，そこは持ちま

えののんきさで「イ"fとヵ、なるサ」と忠L、込むことにした。� 

2月のある日，在、は校長[国接を受けるため� S，":J校に出か

けた。すべて藤井教授の指示のとおりに動いていればよ� L、

のだから気が楽であった。� S i~~J校は都立の有名校のひとつ

で，大学への進学率も高く，教師陣もきわめて優秀である

と聞いていたので，それな考えると胸が高鳴った。

官、は玄関の受付で，虫色� {'j':務職員にうjぐ，口、を告げた。


「名刺をいただけますかJ


と，その眼鏡をかけた鼻の高い受付係の人が言った。

「あ，あいにく，早川士名刺君子持ちあわせませんで-ー」

「そう? それなら，この祇に名まえを古いてください」

{nfとなく感じのよくない人だった。

「こちらでお待ちなさい」

と通されたのは，応接室ではなくて事務室の片隅だった。

「校長l工L、ま来客司1でずので，もう少々お待ちください」

官、は所在なく，� 'J~務室の中をあちこも児まわした。日割

のラインが入っている小黒阪に，� 2年父兄会，理科研究



よそ� 

二会計検在・・・な正とどこの十どででも日かけるような行� 

'liJヲ予定が占き込んであった� 2，3人の� 'Ji捧員が帳簿らし

つのにヘンを走らせていた。時間はどんどんすぎ，� f:'，T); 

fきをlu、つてからすでに40j'， 分もたっていた ノんとア

コ� fン卜� ントをとってやってきたのに，ずいぶん失礼なJ

二� 1-.J-;.，'

口111........ とJIJJ、っ 7こC のどがかわいてお茶が飲λ たくなった

カミ. がまんし

約束の日、干刻を� 1円寺町ちトl..主わ，)たころ，私はやっと

校長室に通された (土7::trrHて，l 5分もかからずに終了

Jした「名まえと{tl川ど 校出]係iこ� 八、て簡単なやりとりが

あっただけであ~)

数日後，藤)1'J!かじ〕屯江川、かか〉た 

S高校はダメだったJ:01えi之ははじ心からきみをとる気

、」Lこらし7:土なかっ 

このI'，t:j交の英語科は東大と教育大の出身者で占められて

おり.校長は|努力の均衡」を保つために，� こんどは京大

11'[身吾を採川するつもりだったらしい， 左のことであっ� 

L 在、は教育界0) ~ 、ちばんイヤな面をのぞいたような気がI~ 

Lて暗たんとなった

「まあ，� t っと� L六、ところを見� ノ(?てあげるよ」J

と藤井先生がおっ� Lヰ!� 
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会話の本の効能

このごろの主話ダームはおそろしいほどです 会話の本を出

l版ずる本I=;~さんはふれこそ「笑い ;0 も 11一九五 L 、」よ十ごす とこ

ろが可これを読んで二7d!の練習をする芯者は「笑 l 、か止らな

引になので，Itタントのはやるλやたらにイン，でしょうか¥， 

J日る本などは町それを買ってよめば� 1週間で会話がヘラヘヲに

なるとうたっていま寸 J オー;斗にそう/.cのでしょうかー

まず治!の難}，J-x 1-¥ませんから町日で見て~ ，;:町活字は政では� 

頭で!'TI解しても，� 14や口がそれと同調しないのではないか と� 

t¥'J心配があり:ます。おとなは次第に記倍、が視覚化しますか

ら，活字にたよらぎるを得ないのですが かといって� 100ハー

セン� i、活字で学んだものが，どうや〉て音とむすびっくでしょ

うかc

第� 2の難J川工，わかったような気にさせることはできても，

木刀にわからせることができない，ことにあります。言語のj可

能をおも!ろおか!く� HL象的に説IJ1ても，言語そのものをおI)

ぼえなければ役にケれません。

昔から「百� lhqの学官に安易な迫はない� J 止し山、ますハ科学が� 

)11 を歩きやすくしても，やはり歩かなければJ乙仁らぬ ~I;離は変ら

ないのです。特に，� t;止なの )j'土I;Lt立JJもおとんえています

し，集中fl''.lに語学;¥ifアれこIL'j間や労力会さ;ことができ� jないでし

ょしこんな無理六、条けのもとで，え川の本がどれほどのはた

らきをするか疑問]をもちます〉活字は利IIIするものであって‘

活字にふりまわされてはなりません。吉訂H工i』?て、す。そ� Lて白二

は総統((Jに耳や口てどならずことによって i主じめて作付できるの

で--t 
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